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アンフィトリオンにおける打擲


































































































































ガンチュアとパンタグリュエル物語 Gargantua et Pantagruel』において、
寝取られ亭主にならないためにはどうすべきかという議論が延々となさ
れていたことは有名である。モリエールも 1660年に『スガナレル：あ













に着目したのが、1638年ロトルー（Jean de Rotrou, 1609-1650）の作品
である。この芝居はまさに『ソジーたち Les Sosies』とタイトルが付け
られ、ソジーとメルキュールが主役扱いされている 3。ちなみに、ロト
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のこの言葉に返事をしない




















































sans le savoir, 1765』の作者として知られていた。もともとは石工として
働いていたが、独学で劇作家となった人物である 10。啓蒙思想家のディ
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。
私は真実を言っているのです
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主であるユピターに平伏する
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神と戦うことを選ぶ
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